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メチル-t-ブチルエーテル（CAS no. 1634-04-4） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

メチル-t-ブチルエーテルの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、エスト

ロゲン様作用、抗エストロゲン様作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用、視床下部―下垂体

―甲状腺軸への作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生態影響 

 Moreels ら(2006)によって、メチル t-ブチルエーテル 110、2,700、37,000μg/L(測定濃度)に３週

間ばく露した成熟雌雄ゼブラフィッシュ(Danio rerio)への影響が検討されている。その結果と

して、110μg/L 以上のばく露区で雄血漿中ビテロゲニン濃度の高値が認められた。なお、雄及

び雌の生殖腺体指数には影響は認められなかった。 

また、メチル t-ブチルエーテル 440、2,200、22,000、220,000μg/L(測定濃度)に８週間ばく露

した成熟雌雄ゼブラフィッシュ(D. rerio)への影響が検討されているが、週毎産卵数(ばく露開始

から４週間後から８週間後にかけて)、産卵後受精率、産卵後孵化率、運動精子率、精子直線

速度(VSL)、精子曲線速度(VCL)、精子平均速度(VAP)には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：エストロゲン様作用 

 

(２)生殖影響 

 Williams ら(2000)によって、メチル t-ブチルエーテル 250、500、1,000、1,500mg/kg/day を９週

齢から 28 日間経口投与した雄 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、

250mg/kg/day以上のばく露群で腎臓相対重量の高値(絶対重量は 1,000mg/kg/day群のみ高値)、

血清中ジヒドロテストステロン濃度の低値傾向(1,500mg/kg/day群で低値)、1,000mg/kg/day以上

のばく露群で血清中トリヨードサイロニン濃度の低値、肝臓相対重量の高値、1,500mg/kg/day

のばく露群で体重、血清中黄体形成ホルモン濃度の低値、精巣相対重量の高値が認められた。 

また、メチル t-ブチルエーテル 250、500、1,000mg/kg/day を９週齢から 15 日間経口投与し

た雄 SDラットへの影響が検討されている。その結果として、500mg/kg/dayのばく露群で腎臓

相対重量の高値が認められた。なお、背側前立腺絶対及び相対重量、腹側前立腺絶対及び相対

重量、精巣上体絶対及び相対重量、精巣絶対及び相対重量、副腎絶対及び相対重量、肝臓絶対

及び相対重量、精嚢絶対及び相対重量、下垂体絶対及び相対重量、血清中テストステロン濃度、

精巣間質液中テストステロン濃度、血清中黄体形成ホルモン濃度には影響は認められなかった。 

また、メチル t-ブチルエーテル 1,500mg/kg/dayを９週齢から 15日間経口投与した雄 SDラッ
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トへの影響が検討されている。その結果として、血清中テストステロン濃度、精巣間質液中テ

ストステロン濃度、血清中プロラクチン濃度の低値、副腎絶対及び相対重量、下垂体相対重量、

腎臓相対重量の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用、視床下部―下垂体―甲

状腺軸への作用 

 Li ら(2008)によって、メチル t-ブチルエーテル 400、800、1,600mg/kg/dayを 38～40日齢から２

週間経口投与した雄 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、400mg/kg/day以

上のばく露群で血清中黄体ホルモン濃度、血清中総抗酸化活性の高値、800mg/kg/day以上のば

く露群で血清中テストステロン濃度の低値、血清中卵胞刺激ホルモン濃度の高値、

1,600mg/kg/day のばく露群で精巣中アンドロゲン結合蛋白質 mRNA 相対発現量、精巣中 8-オ

キソグアニジン DNA グリコシダーゼ１mRNA相対発現量の低値、血清中過酸化物濃度、精巣

中細胞外スーパーオキシドディスムターゼ mRNA相対発現量の高値が認められた。 

また、メチル t-ブチルエーテル 400、800、1,600mg/kg/day を 38～40 日齢から４週間経口投

与した雄 SDラットへの影響が検討されている。その結果として、400mg/kg/day以上のばく露

群で形態異常精子率の高値、800mg/kg/day 以上のばく露群で精巣中アンドロゲン結合蛋白質

mRNA 相対発現量の低値、血清中テストステロン濃度の高値(1,600mg/kg/day 群では低値)、血

清中過酸化物濃度の高値、1,600mg/kg/dayのばく露群で血清中総抗酸化活性の高値が認められ

た。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 dePeyster ら(2003)によって、メチル t-ブチルエーテル 40、400、800mg/kg/dayを 28日間経口投

与した成熟雄 SDラットへの影響が検討されている。その結果として、400mg/kg/day以上のば

く露群で体重の低値、400mg/kg/dayのばく露群で下垂体絶対重量の高値、800mg/kg/dayのばく

露群で血清中テストステロン濃度の低値、血清中コルチコステロン濃度、副腎相対重量、甲状

腺相対重量の高値が認められた。 

また、メチル t-ブチルエーテル 1,200mg/kg/dayを 14日間経口投与した成熟雄 SDラットへの

影響が検討されている。その結果として、血清中テストステロン濃度、血清中黄体形成ホルモ

ン濃度、肝臓中アロマターゼ活性、精巣中アロマターゼ活性の低値、血清中 17β-エストラジオ

ール濃度、肝臓相対重量の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：ストレス、ホルモン産生への影響 

 Moser ら(1996)によって、メチル t-ブチルエーテル 7,814ppm(チャンバー内空気中測定濃度)に

21 日間(週５日、日毎６時間)吸入ばく露した雌 B6C3F1 マウス(体重から幼若個体と思われる)

への影響が検討されている。その結果として、子宮相対重量、卵巣相対重量、肝臓細胞増殖率

の低値、肝臓ミクロソーム中 P450 濃度、肝臓ミクロソーム中 EROD比活性、肝臓ミクロソー

ム中 PROD比活性の高値が認められた。 

また、メチル t-ブチルエーテル 1,800mg/kg/dayを３日間経口投与した雌 B6C3F1 マウス(体重

から幼若個体と思われる)への影響が検討されている。その結果として、肝臓ミクロソーム中

P450 濃度、肝臓ミクロソーム中 EROD 比活性、肝臓ミクロソーム中 PROD 比活性、肝臓細胞

増殖率、肝臓細胞による 17β-エストラジオール代謝速度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：肝臓 P450 誘導によるエストロゲン代謝のかく乱 

 Moserら(1998)によって、メチル t-ブチルエーテル 7,919±198ppm(チャンバー内空気中測定濃度)

に８週齢から８ヶ月間(週５日、日毎６時間)吸入ばく露した雌 B6C3F1 マウスへの影響が検討

されている。その結果として、体重、子宮絶対及び相対重量、卵巣絶対及び相対重量の低値、
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発情周期所要日数、発情周期に占める発情間期日数の遅延が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗エストロゲン様作用 

 

(３)ライディッヒ細胞への影響 

 dePeyster ら(2003)によってメチル t-ブチルエーテル 50、100mM(=4,400,000、8,800,000μg/L)の

濃度に３時間ばく露した SDラット由来ライディッヒ細胞への影響が検討されている。その結

果として、50mM(=4,400,000μg/L)以上の濃度区でテストステロン分泌量、テストステロン分泌

量(ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン共存下)の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：テストステロン合成阻害 
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（平成 27年度第２回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料 1より抜粋） 

 


